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Training for Professinal Librarian，これが7つの
戦略の中の最後です。図書館員を専門職として育
てなきゃならないと思っています。三田メディア
センターのスタッフ数の内訳。今専任が25です。
多い時から既に 10名減っています。業務委託が
60名います。業務委託が何故増えたか，これは専
門職を造る為に増やしています。
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金沢大学附属図書館報
ではどんな研修をやっているのか。UCサンデ
ィエゴに既に 6名派遣しています。それからトロ
ント大学とも，来年の 3月スタートします。次は
大学院（修士課程）へ派遣しています。経営管理
研究所，政策メディア研究科，それから文学研究
科の中の図書館情報学専攻です。
アーキビストの養成。石炭関係のコレクション
を買いました。何故これがアーキビストの養成か
というと，これを黙々と執った女性，課長ですけ
れど，2年間倉庫でアーカイブを目録化した人が
おります。それから，麻生太賀吉さんから頂いた
斯道文庫というのがございます。研究所です。研
究所の教員からうちのスタッフをシッカリ3年間
に亘ってマンツウマンで育ててもらって，いま書
誌がわかるのが，和古書，和漢書ですけれど，一
人育ちました。それから，慶応義塾図書館所蔵の
ドイツ語雑誌の書誌情報，これも経済学部の教授
とうちのスタッフが3年かけてやっています。そ
れから，デジタル・ライブラリアンの養成です。
今データベースをこれだけ作っています。「慶応
義塾の経済学DB」，「小山内薫の絵，葉書DB」，
「第1回普通選挙ポスターDB」，「慶応義塾所蔵日
本石炭鉱業関連資料DB」。こういうのを作ってい
ます。当然これもうちのスタッフが関わっている
わけで，あえてデジタル・ライブラリアンの養成
になっているのかなあと思っております。
図書館員は職員であると同時に教員でなくては
駄目だと私は思っております。今うちのスタッフ
にやらせているのが，「法学情報処理」，「レファ
レンス概論」，「研究情報処理」。現場を知ってい
る人がレクチャーをしなきゃいけないと思ってお
ります。それからインターンシップ制度を導入し
ています。それから，2004年Law Schoolができ
ます。当然，Law Libraryができます，したがっ
てLaw Librarianの育成を始めました。管理職ある
いは専門職としての育成計画。3年 3部署と考え
ています。それで，カタログ 3年，レファレンス
3年，選書3年です。管理職になれそうだったら3
年間たったら必ず図書館に戻すという約束で，他
部署へ出します。これからの図書館の運営という
のは専門職のタスクホースで動かすんだろうと思
っています。
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